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地域づくり活動NPO事業助成事業 実績報告 
事業区分（ 1-3 ） 

団体名 宝塚NPOセンター 代表者名 
(職名）   (氏名

し め い

） 

理事長   中山
なかやま

 光子
み つ こ

 

事業名 もったいないをみんなで笑顔へ 

 

＜事業実施実績＞ 

年月日 

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等

で記入 

場所 

参加者 

一般(ｽﾀ

ｯﾌ) 

活動内容 

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅

広に記入） 

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場

等を併記 

2023. 

6.1～6.15 

①宝塚NPOセンター事務所

②平林寺③目見田商事 

のべ

23 

（3） 

食品・生活用品等の回収期間 

回収量：約170kg 食品提供者：のべ23名 

6.16 宝塚NPOセンター事務所 
 

（6） 

食品・生活用品等の仕分け作業 

（1回目:配布会の打ち合わせ含む） 

6.17 
宝塚市立男女共同参画セ

ンター・エル 

11 

（8） 

食品・生活用品等の配布会、相談ブースを

設置 

当日参加者：11名 相談件数：1件 

8.1～8.30 

①宝塚NPOセンター事務所 

②平林寺 ③目見田商事 

④個別進学塾教匠 

のべ26 

（3） 

食品・生活用品等の回収期間 

回収量：約116kg 食品提供者：のべ26名 

9.1 宝塚NPOセンター事務所 
 

（7） 

食品・生活用品等の仕分け作業 

（2回目:配布会の打ち合わせ含む） 

9.2 
宝塚市立男女共同参画セ

ンター・エル 

34 

（11） 

食品・生活用品等の配布会、相談ブースを

設置 

当日参加者：34名 相談件数：3件 

10.3～18 
①宝塚NPOセンター事務所

②平林寺③目見田商事 

のべ22 

（3） 

食品・生活用品等の回収期間 

回収量：約127Kg 食品提供者：のべ22名 

10.19 宝塚NPOセンター事務所 
 

（6） 

食品・生活用品等の仕分け作業 

（3回目:配布会の打ち合わせ含む） 

10.21 
シングルマザーハウスwith

コミュニティルーム 

26 

（11） 

食品・生活用品等の配布会、相談ブースを

設置 

当日参加者：27名 相談件数：2件 

12.1～20 
①宝塚NPOセンター事務所

②平林寺③目見田商事 

のべ25 

（3） 

食品・生活用品等の回収期間 

回収量：約218kg 食品提供者：のべ25名 
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12.21 宝塚NPOセンター事務所 
 

（7） 

食品・生活用品等の仕分け作業 

（4回目:配布会の打ち合わせ含む） 

12.23 ピピアめふ1-２階 
50 

（10） 

食品・生活用品等の配布会、相談ブースを

設置 

当日参加者：50名 相談件数：1件 

 

＜効果と成果＞ 

1年を通して食品提供者のべ96名、回収BOX設置場所を含む6団体のご協力のおかげで約631kgの食

品や生活用品を回収でき、配布会にはのべ121名の方が来場しました。宝塚市内の広報板やHP、SNS

等の地道な広報により個人の方からの食品提供も増えました。また自治会やまちづくり協議会に協

力を依頼することで、ハブとなる団体からの周知が機能し多くの食品提供者の協力や配布会への参

加者増に繋がりました。市役所やハブとなる団体に声を掛けることで問題意識の掘り起こしにつな

がりました。さらに配布会にボランティアとして参加した若者も食品ロスや生活困窮者の現状を目

の当たりにすることで食品提供にも協力してくれました。配布会では留学生や生活困窮者の他、グ

ループホームで生活されている方も来られ生活困窮者の実情が見え、活動の重要性を改めて認識す

ることができました。配布会での相談ブースは7名の方の相談を受け、シングルマザーの方を就労

に繋げる事が出来ました。配布会を見学に来られた1団体からこのような活動を考えているとの話

があり、活動内容を伝え、今後の活動の広がりに期待したいと思います。 

 

＜今後の展望＞ 

今回、発見した課題としては配布会に参加された方が多数であった為、食品や生活用品等が足り

なくなったことから、地域の方へさらにこの活動を浸透させることが必要だと感じました。 

また当初に掲げた目標のひとつである生活が困窮している方々の生活基盤を構築するための第1

歩を踏み出せる状況を作り出すという事は４回のみの活動では難しいと感じました。今後も活動を

地道に行うことで、共感してもらえる人を更に増やしていきたいと考えています。 

また支援を必要としている方に直接繋ぐことは行政でなければ対応が難しいため、今後も地道に

活動を行うことで、認知度や信頼度を更に上げていくことが大切だと考えています。 

今後、私たちは活動の内容、例えば、食品回収や配布会の運営方法について、企業との連携等のノ

ウハウをパッケージ化することで地域の団体等に広めやすくなります。この活動を地域の方々で運

営し完結していくことが必要だと感じており、ノウハウをより多くの地域の支援者に伝え、定着さ

せていきたいと考えています。 

 
＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動NPO事業助成金 ４９３,０００ 

自己資金 １６ 

合計 ４９３,０１６ 
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（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

消耗品代 １００,２６０ １００,２６０ 

委託料 ９０,０００ ９０,０００ 

ボランティア謝金 ７２,０００ ７２,０００ 

その他（使用料・賃借料等） ８９,６７６ ８９,６７０ 

小  計 ３５１,９３６ ３５１,９３０ 

間接経費（一般管理費） １４１,０８０ １４１,０７０９ 

合  計 ４９３,０１６ ４９３,０００ 

 


